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【主論文審査結果の要旨）

著者 らは論文において下記の内容を述べている。

【背景】大動脈弁狭窄症 (AS)の存在は心血管系死亡と関連しており、 一般集団では

軽症から中等症の ASであ っても予後不良であると報告されている 。今回、我々は急

性心筋梗塞 (AMI)患者を対象に、心エコー図検査を用いて、 2.0mis ~ 最大大動脈

弁血流速度 (Vmax)~ 3.9 misで定義された軽症から中等症の AS合併が予後に及ぼ

す影響を調査した。

【方法】県内 15施設での多施設共同登録研究である三重 ACSレジストリーか ら得 ら

れたデータを用いて、3,049人の AMI患者を、 Vmaxに従って、グループ 1:Vmax 

く 2.0mis および•または視覚的に開放制限のない大動脈弁、およびグループ 2: 2.0 

mis ~ Vmax ~ 3.9 misの 2群に分類した。

【結果】グループ 1は 2,976人、グループ 2は 73人で、グループ 2ではグループ 1

に比べ高齢で、男性の割合が高く、 BodyMass Indexが低く、 Killip分類ミ 2の割合

が高か った。 血管造影データ、病院到着から再灌流に要した時間、機械的補助の割

合には 2群間で有意差は認められなか った。 グループ 2では、全死因死亡率 (P< 

0.01) および心血管死と心不全入院の複合 (P< 0.01) が有意に 高 く、カ プランマイ

ヤー分析では、傾向スコアマッチング後でも同様の傾向が示された。

【結論】Vmaxに基づく軽症または中等症の ASはAMI後の予後不良と関連していた。



本論文は、最大大動脈弁血流速度によって定義された軽症～中等症の大動脈弁狭窄

症は急性心筋梗塞の予後不良に関連することを示唆した論文であり、学術上極めて有

益であり、学位論文として価値あるものと認めた。
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